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≪新潟市地域と学校パートナーシップ事業実施校≫ 

 
 
 
 

 

 

 

                 “全校のみんなで  

今までの 6 年生への 感謝を伝えよう‼” 

 

 小学校の校舎 3 階に、在校生から卒業生に送るメッセージが貼りだされています。5 年生が中心となり、2 

月 22 日に卒業おめでとう集会がありました。在校生は卒業生に思いをこめて感謝の気持ちを伝え、卒業生は 

在校生に向けて将来の夢や志のスピーチを行いました。これから中学生になる 6 年生、明るく前を向いて進ん 

でほしいと思います。 

 東青山小学校は 3 月 22 日、保護者の皆さんと 5 年生が参加し、７９人の卒業生を送ります。 

 

《地域のみなさんからのメッセージ》 

 学校運営協議会、東青山小学校区コミュニティ協議会、民生委員児童委員、セーフティスタッフ、東青山楽 

園キッズ、学校支援ボランティアのみなさんから、たくさんメッセージをいただきました。 

とてもあたたかい言葉を、79 人の 6 年生に贈ってくださりありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員室前廊下と 

1 階ボランティア室前廊下に掲示しています。 

 

《ミシンの点検活動》 
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家庭科室には、18 台のミシンがあります。今年

度 5 年生がエプロンを作り、6 年生がトートバッ

グを作りました。その授業も終わったので、ボラ

ンティアさんからミシンの点検と修理をしていた

だきました。大きな故障や修理はなく、『子どもた

ちが丁寧に使ってくれたことが良くわかるね』と、点

検に来てくださったボランティアさんから嬉しい

お言葉をいただきました。 

 

 



 

 

《図書館 蔵書点検》 

3 月 4 日～8 日 のべ 30 人のボランティアさんにご協力いただきました。                                                                                                      

 

学校図書館には、１３３００冊の本があり

ます。バーコードを読み取り、1 冊ずつ本を確

認し、傷んだ本の修理をしたり、本を探しやす

いようにインデックスを作ってもらったりし

ました。活動の始めには、司書の西脇先生か

ら、子どもたちに人気の本や新しく入った本

の紹介、最近の学校図書館の様子を話してい

ただきました。 

≪読み聞かせボランティア ミーティング≫ 

朝の読み聞かせとして活動していただいたボランティアさん 7 人

と、3 人の読み聞かせ活動に興味がある方たちでミーティングをし

ました。はじめて参加する人もいたので学校図書館にある絵本を見

ながら、それぞれ思っていることを話し合いました。来年度は子ど

もたちの絵本の世界がひろがるように活動を増やしていきたいと思

います。 

                                                                     

今年度も 地域と学校パートナーシップ事業にご協力いただき 

本当にありがとうございました。来年度もよろしくお願いいたします。 

 

 今年度は、学校支援ボランティアさんをはじめとして、たくさんの保護者の皆様、地域の人にご協力いた

だきまして、この場を借りて、改めて、感謝したいと思います。来年度は、コロナ禍でできなかったこと

や読み聞かせ活動の拡大など、色々なことにチャレンジしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

                             地域教育コーディネーター 小倉由江 
 12 月からコーディネーターの仕事を始めて、3 か月が経ちました。コーディネーターの仕事も少しずつ

慣れてきました。子どもたちからも「鈴木さん」と、声をかけてもらい、うれしく思っています。また来年

度からもよろしくお願いいたします。            地域教育コーディネーター 鈴木香織 
 
 パートナーシップ事業を通じて、子どもたちは親以外の大人と接する機会をもちます。子どもたちと地

域の大人の交流は、子どもたちをふんわりと見守ることにつながります。それが、地域で子どもを育てる 

ということなのかなと感じています。            地域教育コーディネーター 高橋直子 


